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Lovins 1975，国立国語研究所（編）1990，川越・荒井 2002，Irwin 2011など）。
（1）  top [tɑp] トップ，topping [tɑpɪŋ] トッピング，cut [kʌt] カット，cutter [kʌtɚ] カッター，
   kick [kɪk] キック，kicking [kɪkɪŋ] キッキング，box [bɑks] ボックス，
   happy [hæpi] ハッピー，hockey [hɑki] ホッケー，apple [æpl] アップル，etc.
　借用語は原語とできる限り近い音形になろうとするため，原語の音を削除したり追加したりす
ることは極力避けられるはずである。しかし，促音化では原語の単子音（singleton）をわざわざ






* 本稿は，日本言語学会第 144回大会（2012年 6月，東京外国語大学），NINJAL International Conference on 
Phonetics and Phonology 2013（2013年 1月，国立国語研究所）並びに第 8回音韻論フェスタ（2013年 2月，
滋賀県大津市）における発表を基としている。
112 大滝　靖司／国立国語研究所論集 6: 111–133 (2013)
（2）  a.  走る＋た → 走った，一（イチ）＋回（カイ）→ 一回（イッカイ）
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表 1　語末の促音化
促音化 非促音 促音化／総数（%）
[p] top トップ ― ― 161/162 (99.4)
tulip チューリップ polyp ポリプ
[t] cut カット phot フォト 367/383 (95.8)
racket ラケット chocolate チョコレート
[k] kick キック lick リク 422/428 (98.6)
picnic ピクニック parsec パーセク
[ʧ] pitch ピッチ ― ― 44/44 (100.0)
sandwich サンドイッチ ― ―
[ʦ] blitz ブリッツ ― ― 7/7 (100.0)
peanuts ピーナッツ ― ―
[b] snob スノッブ knob ノブ 4/33 (12.1)
― ― scarab スカラブ
[d] bed ベッド ad アド 107/119 (89.9)
liquid リキッド period ピリオド
[ɡ] bag バッグ bug バグ 40/70 (57.1)
debug デバッグ analog アナログ
[ʤ] badge バッジ ― ― 32/81 (39.5)
college カレッジ image イメージ
[ʣ] goods グッズ ― ― 4/4 (100.0)
― ― ― ―
[f ] staff スタッフ tough タフ 6/77 (7.8)
― ― sheriff シェリフ
[θ] ― ― bath バス 0/15 (0.0)
― ― mammoth マンモス
[s] crosse クロッス bus バス 1/348 (0.3)
― ― tennis テニス
[ʃ] fi sh フィッシュ brush ブラシ 84/86 (97.7)
fi nish フィニッシュ ― ―
[v] ― ― love ラブ 0/59 (0.0)
― ― active アクティブ
[z] ― ― jazz ジャズ 0/5 (0.0)
― ― ― ―
　借用語の促音化は原語の先行母音が弛緩母音の場合のみ起こり（3a），緊張母音や二重母音の
場合は全く促音化しない（3b, c）。これは Kubozono et al.（2008）が指摘するように，3モーラを





（3）  a.  hit  [hɪt]  ヒット hitto CVC.CV.
   b.  heat  [hi:t] ヒート hiito  CVV.CV.  *ヒーット  *hiitto  *CVVC.CV.
   c.  height [haɪt] ハイト haito CVV.CV. *ハイット  *haitto  *CVVC.CV.





話者がそれを知覚するため，促音化が起こるとする主張がある（Aizawa 1988, Takagi and Mann 










　第三に，原語の音節構造が促音を引き起こしているという主張がある（Ohso 1971, Lovins 1975, 





原語 top      借用語 トップ
t  ɑ  p  →  t  o  p  u
  μ  μ      μ  μ  μ



















（4）  a.  step  ステップ vs. steppe   ステップ
     bet  ベット  vs. á lphabet  アルファベット
   b.  rack  ラック  vs. rá cket   ラケット     *ラッケト








a. フィンランド語 b. ハンガリー語 c. アラビア語
原語 借用語 原語 借用語 原語 借用語
[p] top toppi [p] tip tipp [p] stop ʔistubb
tape / vamp teippi / vamppi keep kiip ― ―
[t] hit hitti [t] set sɛtt [t] cut kaʈʈ
plate / cent pleitti / sentti boot buut boat buʈʈ
[k] rock rokki [k] check ʧɛkk [k] book bokk






については，先行研究で既に詳細な議論がなされている（cf. 荒井・川越 1996, Kaneko and Iverson 
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2009, 川越・荒井 2002, Hirayama 2005, 2008, Katayama 1998, Kawahara 2011a, b, Koo and Homma 
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表 3　語中の促音化
促音化 非促音
[p]+M tó pping トッピング ― ―
[t]+M cú tter カッター é ditor エディター
[k]+M kí cking キッキング ― ―
[ʧ]+M pí tcher ピッチャー ― ―
[p]+V há ppy ハッピー có py / suppó rt コピー／サポート
[t]+V bá ttery バッテリー wá ter / atté nd ウォーター／アテンド
[k]+V só ccer サッカー lí quor / accó unt リカー／アカウント
[ʧ]+V bú tcher ブッチャー ― ―
[p]+O ― ― adá pter / chá pter アダプター／チャプター
[k]+O ― ― bó xing / dó ctor ボクシング／ドクター
[p]+S ― ― há ppening / pó plar ハプニング／ポプラ
[t]+S ― ― bó ttler / jí tney ボトラー／ジトニー
[k]+S bú ckling バックリング má cro マクロ
[f ]+M bú ffi  ng バッフィング ― ―
[s]+M dré sser ドレッサー bú sing バスィング
[ʃ]+M wá sher ウォッシャー edí tion エディション
[f ]+V dú ff er ダッファー ó ff er オファー
[θ]+V nó thing ナッシング ― ―
[s]+V é ssay エッセイ ― ―
[ʃ]+V sé ssion セッション posí tion ポジション
[f ]+O ― ― lí fting / á fter リフティング／アフター
[s]+O ― ― má ster / sí ster マスター／シスター
[f ]+S ― ― mú ffl  er / té phra マフラー／テフラ
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表 4 語中の促音化とその要因
母音間 重子音つづり字 先行母音に強勢 音節末 語幹＋形態素
tó pping トッピング ✔ ✔ ✔ ✔
há ppy ハッピー ✔ ✔ ✔
suppó rt サポート ✔ ✔
có py コピー ✔ ✔
é ditor エディター ✔ ✔
bó xing ボクシング ✔ ✔ ✔
dó ctor ドクター ✔ ✔ ✔
há ppening ハプニング ✔ ✔ ✔ ✔
chá pter チャプター ✔ ✔




















が促音化を引き起こしているという主張がある（Lovins 1975, Tsuchida 1995, Katayama 1998, Shirai 




CV́C. CV.と再音節化される。この CV́Cという閉音節構造が，第 2節で述べた語末の促音化と
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同様に促音を引き起こしているというのである。
happy  [hǽ.pi.]  ⇒   [hǽp.i.]
  σ    σ
        -- Selkirk (1982)
h  ǽ  p  i
        -- Kahn (1980)
  σ    σ
図 2　英語の語中音節における再音節化


























英語にはMac-/Mc-の他にも -s, -son/-sen, O’-, Fitz-などの父称が存在する。

















父称＋後続要素 音節構造 つづり字 語例 語数
① Mac/Mc + V́ [mə.kV́-]（開音節） <C> Macádam 32
② Mac/Mc + V́ [mə.kV́-]（開音節） <CC> McCártney 58
③ Mac/Mc + C [mə.CV́-]（開音節） <C> McGhe ́e6 29
④ Mac/Mc + C [mə.kCV́-]（開音節） <CC> McCléllan  9
⑤ Mac/Mc + C [mək.CV́-]（閉音節） <C> McDónald 97
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音化率が大きく下がる（例：McDonaldマクドナルド）。父称部分の音節構造による促音化率に











図 3　後続要素と促音化 図 4　音節構造と促音化 図 5　つづり字と促音化
図 6　三要因の組み合わせと促音化
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　図 6をもとに後続要素による促音化率を分析すると，開音節で単子音つづり字の場合（①
vs.③），開音節で重子音つづり字の場合（② vs.④）ともに母音が後続すると有意に高い（χ² (1) = 
5.739,  p < 0.05／ χ² (1) = 5.162,  p < 0.05）。音節構造による促音化率は，子音が後続する単子音つ
づり字の場合（③ vs.⑤），有意差が見られない（χ² (1) = 1.320,  p > 0.1／ χ² (1) = 0.046,  p > 0.1）。
つづり字による促音化率は，母音が後続する開音節の場合（① vs.②），重子音つづり字である
とき有意に高い（χ² (1) = 9.281, p < 0.01）が，子音が後続する開音節の場合（③ vs.④）は有意差が
見られない（χ² (1) = 2.257,  p > 0.1）。したがって，三要因の重要度は「後続要素」＞「つづり字」
＞「音節構造」のようになることがわかる。以上の分析結果を表 6にまとめる。
表 6　三要因による促音化率と有意差
要因 比較対象 促音化率 有意差
後続要素
① vs.③　開音節 &単子音つづり字 母音後続＞子音後続 あり
② vs.④　開音節 &重子音つづり字 母音後続＞子音後続 あり
音節構造 ③ vs.⑤　子音後続 &単子音つづり字 閉音節＝開音節 なし
つづり字
① vs.②　母音後続 &開音節 重子音＞単子音 あり




















































であるとき，「破裂音＋ [s]」の場合のみ促音化が起こる（表 7）。表中の C1, C2はそれぞれ子音
連続の最初の子音と 2つ目の子音あるいは子音連続を示している。
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表 7 語末の子音連続（阻害音＋阻害音）
C1＼ C2 [p] [t] [k] [s] [st]
[p] ― ― adapt アダプト ― ― chaps チャップス ― ―
[k] ― ― act アクト ― ― box ボックス next ネクスト
[f ] ― ― lift リフト ― ― cuff s カフス ― ―
[s] asp アスプ mast マスト mask マスク ― ― ― ―
　この要因として考えられるのが「ス」の特殊性である。第 2節の表 1で見たように，語末の「ス」
の促音化率は非常に低い。Kubozono et al.（2008）は，日本語のアクセント付与のパタンから，「フ，
ス，ル」は音節性を失った [f, s, r]であり，促音化を起こさない語末の「ス」を（5a）のように解
釈している。本研究では Kubozono et al.（2008）の主張を応用し，原語の [s]および借用語の「ス」
自体を韻律外として分析することを提案する（5b）。語末の「ス」の例だけ見れば不要な分析の
ようだが，語末の子音連続の例を考慮するとその妥当性がわかる。阻害音どうしの子音連続で，







（5）  a.  bus  bʌs   バス    bas. <u>
   b.  bus  bʌ <s>  バス    ba <su>
   c.  chaps ʧæps  チャップス chap.pus <u>
     box  bɑks   ボックス  bok.kus <u>
   d.  chaps ʧæp <s> チャップス chap.pu <su>




音化が起こる（2.2参照）。同様に（6b）でも，paradoxは強勢のない語末音節 ‘dox’で，suffi  xは
重子音つづり字の語中子音ではなく，語末音節 ‘fi x’で促音化している。
（6）  a.  -C top   tɑp       トップ    toppu
       racket  rǽkət      ラケット   raketto
       picnic  pɪ́knɪk      ピクニック  pikunikku
8 「cuff sカフス」で促音化しないのも，cuff  <s>と解釈されたため，語末の [f]と同様に促音化しないと考えられる。
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   b.  -Cs box   bɑk <s>     ボックス   bok.ku <su>
       paradox pǽɚ.rə.dɑk <s>  パラドックス pa.ra.dok.ku <su>






-C -Cs -Cs + V-
Jack ジャック Jacks ジャックス Jackson ジャクソン
Nick ニック Nicks ニックス Nixon ニクソン
Dick ディック Dix ディックス Dixon, Dickson ディクソン
Eric/-k エリック ― ― Ericsson, Eriksson エリクソン
box ボックス boxing ボクシング
mix ミックス mixer ミキサー
sex セックス sexy セクシー


















¹0ここで示す例は，3.2の調査で使用した CASIO EX-word DATAPLUS 4 XD-GF 10000に収録されている電
子辞書および三省堂Web Dictionaryの辞書コンテンツに収録されているものを含む。
126 大滝　靖司／国立国語研究所論集 6: 111–133 (2013)
表 9　語末の子音連続（阻害音＋共鳴音）
促音化 非促音 促音化／総数（%）
[p] ① apple アップル ― ― 7/7 (100.0)
happen ハップン
② couple カップル triple トリプル 1/4 (25.0)
weapon ウエポン
③ ― ― multiple マルチプル 0/5 (0.0)
[t] ① throttle スロットル bottle ボトル 6/14 (42.8)
cotton コットン mutton マトン
② ― ― metal メタル 0/5 (0.0)
baton バトン
③ ― ― digital デジタル 0/5 (0.0)
[k] ① tackle タックル ― ― 10/10 (100.0)
② ― ― chicle チクル 0/2 (0.0)
③ ― ― miracle ミラクル 0/61 (0.0)
[f ] ① waffl  e ワッフル ― ― 6/6 (100.0)
② ― ― ― ― 0/0 (0.0)
③ ― ― beautiful ビューティフル 0/1 (0.0)
[s] ① hustle ハッスル cacomistle カコミスル 10/11 (90.9)
lesson レッスン
② ― ― ― ― 0/0 (0.0)
③ ― ― venison ベニソン 0/2 (0.0)







（7）  a.  pepper  ペッパー soccer  サッカー vs. butter  バター
     happy  ハッピー hockey  ホッケー   pretty  プリティー
   b.  apple  アップル tackle  タックル vs. bottle  ボトル

















（8）  a.  -C    cut     kʌt]     カット     kat.]to
     -C + V-  cutter    kʌt]ɚ    カッター    kat.]taa
   b.  -C    market   mɑɚkɪt]   マーケット   maaket.]to
     -C    marketing  mɑɚkɪt]ɪŋ  マーケティング maake.t]ingu
   c.  -C + V-  edit    edɪt]     エディット   edit.]to


























（9）  a. -C     top    tɑp]    トップ     top.]pu
   b. -C +    topspin  tɑp]spɪn  トップスピン  top.]pu.supin
   c. -C + C-  topless  tɑp]ləs   トップレス   top.]puresu
   d. -C + V-   topping  tɑp]ɪŋ   トッピング   top.]pingu
（10）  a. -Cs    box   bɑk]s   ボックス    bɑk.]kusu
   b. -Cs + F   mixdown mɪk]sdaun ミックスダウン mik.]kusudaun
   c. -Cs + C-  sexless  sek]sləs  セックスレス  sek.]kusuresu












































































環境 促音化 語例 分類
阻害音 〇 topトップ 「語末」
阻害音＋ [s] 〇 boxボックス 「語末」
阻害音＋共鳴音 〇 appleアップル 「語中」
その他の子音 × bellベル ―
表 11　語中子音・子音連続
環境 促音化 語例 分類
阻害音＋自由形態素 〇 topspinトップスピン 「語末」
阻害音＋子音で始まる拘束形態素 〇 toplessトップレス 「語末」
阻害音 母音間子音 <CC> 〇 happyハッピー 「語中」
<C> × copyコピー 「語中」
子音連続 <CC> △ hustlerハスラー 「語中」
<C> × captainキャプテン 「語中」
先行母音に強勢なし △ supportサポート 「語中」







けなかったものと言える。（11b）は英語の [-ʊt, -ʊk, -ʊd]の母音字は必ず <-oot, -ook, -ood>で書




（11）  a.  púppy   パピー     chí cken  チキン
   b.  fó oter   フッター    bó oking  ブッキング
   c.  devé loper  ディベロッパー lí miter   リミッター
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Two Types of Consonant Gemination in Japanese Loanwords
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Abstract
Th is paper examines the motivations for consonant gemination in Japanese loanwords from 
English by analyzing data collected from dictionaries. Based on the results of a comprehensive 
investigation, it is pointed out that there are two types of loanword gemination: ‘word-fi nal 
gemination’ and ‘word-medial gemination’. While ‘word-fi nal gemination’ is triggered by a 
phonological constraint which preserves word-fi nal obstruents of source words as syllable-fi nal 
obstruents in loanwords, ‘word-medial gemination’ is due to the infl uence of orthography and 
the position of the obstruents in the source words. Th us, it is argued that purely phonological 
gemination in loanword phonology is ‘word-fi nal gemination’ only. It is also possible to categorize 
intermediate environments into ‘word-fi nal’ positions and ‘word-medial’ positions by carefully 
observing gemination patterns, which makes it possible to capture the whole picture of consonant 
gemination in Japanese loanwords.
Key words: loanword phonology, geminate, gemination, word-fi nal obstruent, orthography
